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1 本書は、更埴市教育委員会が平成 5年度に実施 した埋蔵文化財の調査報告書で平成 6年度に

干J行 した。

2 調査は、更埴市教育委員会が主体 となり、事務局は社会教育課文化係が担当した。

更埴市教育委員会事務局

教 育 長    安藤 敏

教育次長    大久保修司 (平成 5年度)下崎 巌 (平 成 6年度 )

社会教育課長  下崎 巌 (平成 5年度)山崎芳之 (平成 6年度 )

文化係長    下崎雅信

文 化 係    矢島宏雄 佐藤信之 竹内正夫 (平成 5年度 )

小野紀男 (平成 6年度 )

3 調査担当者は、文化財係担当職員があたり、調査員・作業員を募 り実施 した。

4 本書は、調査員 。作業員による整理作業を経て、各担当者が執筆 して作成 した。なお、発掘

調査のうち、規模の大きなものについては、本書 とは別冊で報告 した。

5 本書に掲載 した位置図は、原則 として更埴市地形図10,000分 の 1を使用 した。

6 本書中の方位は、真北を示 している。

7 発掘調査の実施にあたっては、調査基準′点の正確な位置を知るために測量業者に委託 し、平

面直角座標系第Ⅷ系の座標値 を求めた。

8 各調査の出土遺物 。実測図 。写真等のすべての資料は更埴市教育委員会に保管されている。

資料には各調査ごとに調査記号を付 し、整理保管されている。
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平成 5年度埋蔵文化財調査概要

平成元年度からOlll長野県埋蔵文化財センターによって調査が開始された自動車道の調査 も長野自動

車道については、平成 3年度で調査が完了し、上信越 自動車道についても6年度で調査が完了予定で

ある。また、自動車道に関連する調査 も、一部移転先の調査 を実施 したが、ほぼ終了した。

自動車道の調査に代わって、北陸新幹線の調査が市内でも開始されている。

公共事業では、 5件の発掘調査が実施されている。昭和56年に始まった西部沖県営ほ場整備事業に

伴って坪山遺跡の調査が行われ、市内ではほとんど出上のない縄文時代中期の遺物が出土 し注目され

る。今回の調査 をもって現場における調査は完了した。また、更埴建設事務所改築に伴って宮裏遺跡

の発掘調査が実施され、多数の中世墳墓が検出されている。そのほか、道路建設に伴 う発掘調査が 3

件実施されている。

他に発掘調査 を実施 したものには、開発公社による宅地造成に伴って実施 した治田池遺跡 と、自動

車道に関連 して、天木下遺跡に移転 した民間工場の発掘調査 を行った。治田池遺跡の調査では、弥生

時代から平安時代の集落跡と共に、坪山遺跡同様縄文時代中期の土坑が検出された。沖積地 となる平

坦部にもすでに縄文時代中期から、人々が居住 したことが改めて確認された。

範囲確認調査 として実施される屋代城跡は、 5年度に業者に委託 し地形測量を行い、 6年度は縄張

り調査、発掘調査、文書調査、城下町調査など総合的な調査が実施され、報告書にまとめられた。

民間の開発事業は、落ち着いた状況にある。上記 した倉庫建設に伴 う調査以外に発掘調査に至った

ものはなかった。

Clll長 野県埋蔵文化財センターによって実施された屋代遺跡群の発掘調査では、地下約 5mか ら縄文

時代中期の集落跡が発見され、屋代 自然堤防に対する認識が一新 され、屋代遺跡群の重要性がさらに

高まった。

第 1図 調査位置配置図
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平成 5年度調査一覧

番号 遺  跡  名 所在地 原 因 事 業 原 因 者

発 掘 調 査

1 治田池遺跡 稲荷山 公社 =宅地造成 更埴市土地開発公社

天木下遺跡 寂 蒔 民間=工場建設 丸善食品榊

坪山遺跡。判官塚古墳 八幡 公共 =ほ場整備事業 長野地方事務所

武水別神社遺跡 八幡 法人=建物改修 (法 )武水別神社

古屋敷 B遺跡 八幡 公共=林道建設 更埴市 (農林課 )

宮裏遺跡 屋代 公共 =建設事務所建設 更埴建設事務所

田中沖遺跡 杭瀬下 公共=区画整理事業 杭瀬下土地区画整理組合

城 ノ内遺跡 屋代 公共 =道路建設 更埴市 (都市計画課 )

大境遺跡 屋代 民間=変電所 。鉄塔建設 中部電力帥

南沖遺跡 粟佐 民間=店舗増築 エムケー興産榊

屋代城跡 屋代 学術 =範囲確認調査 更埴市教育委員会

試 掘 調 査

土口北山古墳群 土 口 民間=宅地造成 北村啓一郎

更埴条里水田址 屋代 民間三社屋建設 佛北澤組

横田島遺跡 雨宮 民間=宅地造成 長野都市計画帥

清水遺跡 寂 蒔 民間=宅地造成 陶サ ンモー ド

大塚遺跡 屋代 公社 =宅地造成 長野県土地開発公社

荒井遺跡 屋代 民間=宅地造成 富士建設締

中島遺跡 寂 蒔 民間=倉庫建設 t> 3-w)

一エ
△ 調 査

更埴条里水田址 屋代 民間=ア パー ト建設 両角利栄

堂河原遺跡 杭瀬下 民間=店舗建設 村山義治

更埴条里水田址 森 民間=仮設事務所・宿舎 日東建設帥

城ノ内遺跡 屋代 民間=店舗建設 帥宮本商会

下吉野 C遺跡 八幡 民間=工場建設 信濃機工榊

土 口遺跡 土 口 公社 =宅地造成 更埴市土地開発公社

更埴条里水田址 屋代 公社 =宅地造成 長野県土地開発公社

更埴条里水田址 屋代 民間=宅地造成 閣キザキ商事

水引遺跡 桜 堂 民間=店舗建設 市川澄雄

北野遺跡 雨宮 民間 =ア パー ト建設 平林和夫

働長野県埋蔵文化財センター調査

屋代遺跡群 雨宮 公共 =上信越自動車道 日本道路公団

大穴遺跡 森 公共 =上信越 自動車道 日本道路公団

更埴条里 雨宮 公共 =上信越自動車道 日本道路公団

窪河原遺跡 雨宮 公共 =上信越 自動車道 日本道路公団

更埴条里 屋代 公共 =北陸新幹線 日本鉄道建設公団

屋代遺跡群 屋代 公共 =北陸新幹線 日本鉄道建設公団
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調 査 期 間 調査面積 調査費用 備 考

H5。  4. 1～ 5. 31 2,000m2 4,840,000円

H5.  5。  11-5. 13 200m2 610,000F]

H5. 6. 7～ 8. 9, 12. 6～ 12. 8 1,750 m2 5,000,117円 H6年に整理作業、国庫補助事業

H5.  8. 17-´ 8. 31 50 m' 80,000円

H5。  9.  8～ 9。  16 20m2 317,077円

H5。  10.  1～ 11。  9 700m2 3,200,000円 H6年 も調査継続

H 11. 10-12. 20 400m8 3,178,000円 H8年 まで調査継続

H6.  1. 26～ 2.  8 350m2 816,502円 H8年 まで調査継続

H5.  5。  20～ I・16.  3. 31 整理作業 1,940,000円 H4年に調査実施

H5. 8. 2～ H6. 3. 31 整理作業 380,000Fl H4年に調査実施

H5。  12. 13-H6.  3. 30 測量調査 6,629,740 H6年に調査,国庫補助事業

H5.  4. 22 トレンチ 重機

H5.  6. 24 lv>+ 重機

H5。   7. 28 トレンチ 重機

H5。   7. 30 トレンチ 重機

H5。  12.  6, 12. 20 トレンチ 重機

H5。  12. 15 トレンチ 重 機

H6.  1. 12 トレンチ 重機

H5.  5。  18

H5. 6. 8

H5。  7. 13

H5。  7. 19

H5。  9。  1

H5。  9。 28

H5. 10。  26

H5。  11. 9

H6. 2. 15

H6. 3. 9

H5。  4.  8～ 12. 24 13,750m2 H6調査実施

H5.  4.  8～ 7. 29 8,000m. 調査完了

H5.  4.  8～ 9。  14 10,400m2 調査完了

H5。  8. 2～ 10. 8 9,ooom2 H6調査実施

H5。 4. 2～ 4。 16,  9.20--10。  7 1,100m' H6調査実施

H 4.14´ -12.21 3,800m2 H6調査実施
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第 2図 更埴市川西地区調査位置図 (1:25,000)
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第 3図 更埴市川東地区調査位置図 (1:25,000)
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１
上

治田池遺跡 (市台帳NQ95)

更埴市大字稲荷山字元町1558 他

更埴市土地開発公社

公社事業 =宅地造成

更埴市土地開発公社

発掘調査 (調査面積 約2,000m2)

平成 5年 4月 1日 ～ 5月 31日

4,840,000F]

更埴市教育委員会

矢島宏雄  更埴市教育委員会

望月貴弘、 東京学芸大学学生

集落跡   縄文時代～中世

土坑

住居跡

縄文時代

弥生時代

掘立柱建物跡  平安時代

治田池遺跡

近世

平安時代～近世

古墳 時代    10棟

I 調査の概要

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調 査 内 容

調 査 期 間

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

調 査 員

種別 。時期

遺構 。遺物

井戸

土器片

調査の所見

5基

3棟

4棟

1基

コンテナ40箱

丁

■

試掘調査の結果、地表下約30cmに埋蔵文化財が確認されたため、切 り土部分について発掘調査を実

施することとなった。

江戸時代における開田により、計画地の東側及び南側は削平されており、遺構の検出はなかった。

今回の発掘調査において、更埴市ではほとんど調査例のない縄文時代の遺構が検出されたことは、

特筆すべきものである。検出された遺構は直径 lm程の土坑で、それぞれ土器が伴っていた。しかし

住居跡の検出はなかった。これらの土坑は、いずれも縄文時代中期前半のもので、墓の可能性が高い。

弥生時代後期以降は、集落が形成されており、古墳時代の住居跡は、特に大型のものが検出され、

斜面上部に排水溝を設けて住居内への水の侵入を防ぐ工夫がなされたものがあり注目される。

平安時代では、掘立柱建物跡 4棟のほか、土坑、溝が多数検出されている。建物跡と判断できた掘

立柱建物跡は 4棟であったが、柱穴から、さらに数棟あったものと思われる。また、この建物跡と同

時期の竪穴住居跡が検出されておらず、どのような性格をもつ遺跡なのか興味深い。

近世の石組井戸跡からは、出土遺物はなかった。

平成 6年度に整理作業を行い、『治田池遺跡』として報告書が干J行 される。

第 4図  治田池遺跡調査位置図
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2 天木下遺跡 発掘調査

調査の概要

4

5

6

7

8

9

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調 査 内 容

調 査 期 間

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

調査参加者

事 務 局

種別・時期

遺構 。遺物

天木下遺跡 (市 台帳NQ180)

更埴市大字寂蒔880

丸善食品工業株式会社

民間事業 =本社工場建設工事

丸善食品工業榊

発掘調査 (調査面積 約200m2)

平成 5年 5月 11日 ～ 5月 13日

610,000円   全額事業者負担

更埴市教育委員会

佐藤信之  更埴市教育委員会

久保啓子 久保文男 小林千春 小林昌子 小林芳白

中村久美子 村山 豊

下崎 巌 下崎雅信 矢島宏雄 佐藤信之 竹内正夫

散布地  平安時代

平安時代 ?  柱穴群

出土遺物   土器片 コンテナ 1箱

高野貞子 富沢豊延

yが

Vび

○調査位置 1 天木下遺跡 2 法正寺遺跡 3 西王子遺跡 4 船山遺跡 5 鋳物師屋遺跡

第 5図 遺跡位置図
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H 発掘調査に至る経過

丸善食品工業帥屋代工場が自動車道建設用地内にあり、周辺に代替地所が確保できなかったため、

本社工場を増築することとなった。建設予定地には既存の建物があるため、平成 5年 2月 7日 、隣接

地で試掘調査 を行 った結果、地表下60～ 120cmに 埋蔵文化財の包蔵が確認された。このため、 2月 26

日、今後の日程について協議を行 った。 3月 2日 、再び協議を行い、発掘調査 を行い保護することと

なった。 3月 3日 、丸善食躍l工業榊から埋蔵文化財発掘の通知があり、 4月 27日 、調査の方法等につ

いて協議を行った。その結果、 2棟ある工

場のうち 1棟は5月 に調査を行い、残 りは

秋に行うこととなった。また、調査の契約

は春と秋と別々に行うこととした。 5月 6

日、丸善食品工業帥と更埴市の間に調査費

用2,493,000円 で委託契約が締結された。

5月 11日 から調査を開始したが、現在の

工場建設時に行われた造成により、埋蔵文

化財は破壊されていたため、 5月 13日 、調

査を終了した。このため、調査費用を610,

000円 に減額 し、残 りは立会調査で保護に

当たることとした。 8月 3日 と6日 に立会

調査を行ったが、すでに埋蔵文化財は破壊

されており、確認されなかった。

Ⅲ 遺構 と遺物

幅 5m、 長さ50mの トレンチを設定 し、

遺構が検出された部分 を拡幅することとし

て調査 を開始 した。

地表から50cm程掘 り下げると、地山層と

思われる黄褐色土 となるが、既存の工場建

設の際、上部が削平されてお り、遺物包含

層はなく、砕石を取 り除 くと遺構検出面 と

なる。 したがって、この黄褐色土自体上部

が削られていると思われ、ピットなどわず

かに遺構が検出されたにすぎない。

調査区南側からは、直径20～ 40cm、 深さ

30cm前後のピットが十数本集中して検出さ

れている。掘 り込みが小さく一定の並びを

56934.742

-32683.789

= 56971.259

=-32719,351
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第 6図  天木下遺跡全体図



めとまIV

示していないため、建物などの存在は考えにくいが、何らかの施設があったものと思われる。また、

調査区中央部付近からは、覆土に焼土を含む掘 り込みが検出されている。掘 り込みはわずかであり出

土遺物もないため、どのような遺構であったかはわからないが、肖1平 された音6分に遺構があったこと

を示している。

出土遺物は平安時代の土器約50片、中世陶器等約20片がある。いずれも小片であり図示できるもの

は少ないが、平安時代には土師器の杯・皿・甕、須恵器の杯・杯蓋・甕・壺などがある。 1は 内面黒

色処理された皿で、底部には糸切 り痕を残しており、体部には「臣」と読める墨書がある。 2は須恵

器杯蓋、 3は壺の底部で高台が付けられている。中世の遺物は古瀬戸と思われる皿のほか、内耳土

器 。かわらけなどがある。

今回の調査では、住居跡などは検出できなかったが、今 まで調査のなかった寂蒔地区で遺跡の存在

が明らかになったことは大 きい。

寂蒔地区では昭和55年に実施 した詳細分布調査の際、いくつかの遺跡が確認されている。このうち、

西王子遺跡はまとまった土器の出土があり、集落跡の存在が想定されていたが、ほかの遺跡は数片の

遺物が表面採取されているにすぎず、遺跡の存在そのものが不明確であった。今回の調査で検出され

た遺物 も量的には多いものではないが、地山層に残ったわずかな黒褐色土中から検出されたものであ

り、何 らかの遺構が存在 したことは確実である。

また、寂蒔地区の遺跡は、千曲川の洪水砂に覆われているため、かなり深い部分に包含されている

と考えられてきた。 しか し今回の調査では地表下約50cmと 、浅い部分から検出されている。工場建設

の際、上部が削られていることもあるが、国道18号線 との比高を見れば削平はわずかであ り、削平分

を加味 しても地表下 lm以 内には遺構が存在するものと思われる。

墨書土器は、小破片であるため「臣」は一字であるのか、漢字の一部であるのか不明であるが、出

上に合わせ、墨書の意味についても興味がもたれる。

0                 10Cm

第 7図 天木下遺跡出土遺物
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天本下遺跡

調査風景

(北 西側 よ り)

調査 |え全景

(南 東側 よ り)

柱穴群

(東 側 よ り)
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3 坪山遺跡・半j官塚古墳 発掘調査

I 調査の概要

1 調査遺跡名 坪山遺跡 (市台帳NQ180)・ 判官塚古墳 (市台帳NQ90)

2 所在地及び 更埴市大字八幡字坪山・字判官塚

土地所有者 西部沖県営ほ場整備長尾根委員会

3 原 因 及 び 公共事業 =県営ほ場整備事業西部沖地区長尾根工区

事 業 者 長野県長野地方事務所

4 調 査 内 容 発掘調査 (調査面積 約1,750m2)

5 調 査 期 間 平成 5年 6月 7日 ～12月 8日

6 調 査 費 用 5,000,117円 (農政部局 4,060,000円  文化財保護部局 940,117円 )

7 調査主体者 更埴市教育委員会

担 当 者 矢島宏雄  更埴市教育委員会

8 種別・時期 坪山遺跡    集落跡   縄文時代～近世

判官塚古墳   古 墳   古墳時代

9 遺構・遺物 坪山遺跡    縄文時代  大溝      1基

弥生時代  住居跡     1棟

古墳時代  掘立柱建物跡  1棟

出土遺物  土器片コンテナ 10箱

判官塚古墳   古墳時代  墳丘裾の一部

出土遺物  土器片コンテナ 1箱

II 調査の所見

坪山遺跡の調査では、嬢捨土石流台地に営まれた縄文時代集落にせまる大溝の検出が特筆される。

住居跡の検出には至っていないが、縄文時代初頭から前葉の土器が大溝内に廃棄された状態で出土し

ている。また、打製石斧を中心とした石器や争J片の出土もあり、周辺に集落のあった可能性を示して

いる。三峯山より北東に幾筋も延びた嬢捨土石流台地は、昭和57年から始まったほ場整備事業に伴い、

発掘調査が実施されているが、縄文時代の遺構は検出されていない。水田開発による遺跡の破壊もあ

ろうが、土石流台地の成因との関係で興味深い。

このほか弥生時代の住居跡 1棟 と、古墳時代 と考えられる掘立柱建物跡 1棟が検出されている。

判官塚古墳の調査は、更埴市史刊行に伴い、昭和59年に横穴式石室内部の調査が実施されており、

6～ 7世紀前半の築造と考えられている。今回のほ場整備事業では、事業対象区域外とされ現状保存

されたが、墳丘裾の一部に排水路が敷設されることとなったため、墳丘裾部の確認も含め、発掘調査

を行った。調査の結果、幅1.5m、 深さ20cmの 溝状の落ち込みを検出した。

平成 6年度に整理作業を行い、『坪山遺跡・判官塚古墳』として報告書が刊行される。
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第 8図  坪 山遺跡・判官塚古墳調査位置図

第 9図 坪山遺跡調査区全景 (南側より)
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4 武水別神社遺跡 発掘調査

調査の概要

3

4

5

6

7

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調 査 内 容

調 査 期 間

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

種別・時期

遺構・遺物

武水別神社遺跡 (新発見 )

更埴市大字八幡字社地3012 他

宗教法人武水別神社

法人事業 =建物改修

宗教法人武水別神社

発掘調査 (調査面積 約50m2)

平成 5年 8月 17日 ～ 8月 31日

80,000円

更埴市教育委員会

佐藤信之  更埴市教育委員会

社寺跡   中世～近世

武水別神社遺跡調査位置図

石列

古銭

近世     1基

中世～近世  約39,000枚

Ｔ
■

Ｔ
上 調査の所見

平成 4年度から開始された県宝武水別神社高良社本殿修理の際、多量の銭貨が出土したため、調査

が実施された。遺構としては、建物の基礎と平行 して石列が検出されたが、現状のまま埋め戻すため

下部の調査を行わなかったので、詳細は不明である。出土した銭貨のうち、最も多かったのは寛永通

宝で、約20,000枚 出土しているが、そのほか渡来銭や一銭銅貨など昭和初期のものまで含まれていた。

平成 6年度に『長野県宝武水別神社高良社本殿修理工事報告書』として宗教法人武水別神社より報

告書が干J行 される。

蜃
看
「
曇弔 [属

,F巣可1't

祉vl鼎 も席

第10図

器
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5 古屋敷 B遺跡 発掘調査

調査の概要

1

2

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調 査 内 容

調 査 期 間

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

調査参加者

事 務 局

種別 。時期

遺構 。遺物

古屋敷 B遺跡 (市台帳NQ47)

更埴市大字八幡字芝山 2-イ ー361

更埴市

公共事業 =林道大池線拡幅工事

更埴市 (農林課 )

発掘調査 (調査面積 約20m2)

平成 5年 9月 8日 ～ 9月 16日

317,077P]

更埴市教育委員会

佐藤信之  更埴市教育委員会

猿渡久人 久保啓子 小林千春 小林芳白 富沢豊延

中村文恵 村山 豊

下崎 巌 下崎雅信 矢島宏雄 佐藤信之 竹内正夫

散布地 縄文時代早期～前期

土坑  1基

出土遺物   土器片コンテナ 1箱

古屋敷 B遺跡調査位置図 (1:2,500)

4

5

6

7

8

9

中村久美子

-15-



皿 遺構 と遺物

調査地は林道建設のため尾根を切断した際、土器が出土したとされる地`点
であったが、切断面を見

ても遺物などは検出できなかった。したがって、調査は道路の東側に 5か所、西側に 1か所の トレン

チを設定し、遺構が検出された部分を広げることとして開始した。

1ト レンチ 調査区の南側に設定したトレンチで、腐植土を取り除くと厚さ10cm程 の黒色土となり、

厚さ20～ 25cmの 暗黄褐色土を経てローム層となる。遺物はわずかではあるが、黒色土の下部から暗黄

褐色土にかけて出土している。

2ト レンチ 土層の堆積は 1ト レンチとほぼ同じであったが、ローム層を掘 り込んで土坑が検出さ

れている。長径 140cm、 短径115cmの 楕円形で、深さは最大30cmを 測る。覆土は上層が暗褐色で、下

層は黒褐色となり炭化物を含んでおり、両者の間からはわずかではあるが焼土も検出されている。ま

た覆土中には15cm前後の角礫が数個含まれており、底部は平坦で顕著であった。

3・ 5ト レンチ 1ト レンチ同様、腐食土を取り除くと黒色土となり、ローム層と黒色土の混ざっ

た暗黄褐色土を経てローム層となる。 3ト レンチは出土遺物が比較的多かったため拡張したが、遺構

の検出はなかった。

4ト レンチ 土層の堆積は 1ト レンチと同じであったが、木の根などによる撹乱のため、一部に土

層が逆転した部分が見られる。

6ト レンチ 道をはさんで西側に設定した トレンチで、かなりの傾斜地となる。腐食上の下には黒

褐色土、暗褐色土があり、安定した黒色土となることから、上部からの崩れをかぶっているものと思

われる。

遺物は各 トレンチで数片から数十片出土しているが、いずれも小片であり、文様がわかるものはほ

とんどない。 1・ 2は 山形の押型文で縦位に施文されている。 3～ 7は縄文をもつもので、 3は細か

3ト レンチ I表土

II黒色土

IH暗黄褐色土

黄褐色土 (ロ ーム)＼

VI
＼

|
m ＼ .、

、

I表土

II黒褐色土

IH暗掲色土

IV黒色土

I暗褐色土

II黒褐色土 (炭化物混入)

V暗 黄褐色土

Ⅵ 黄褐色土

第12図  古屋敷 B遺跡土層断面図及び 1号土坑

lm

＼
＼

6ト レンチ
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めとま

い撚糸文が施されている。 4は RLと LRを 結束して施文 しているが、LR部分が器面にほとんど施文

されていない。 5は 0段 多条のRLの縄文が施文されており、胎土に繊維が多量に混入されている。

6・ 7は 細かな縄文で、胎上に繊維の混入は見られない。 8に は条痕文が施され、 9に 見られる沈線

は貝殻腹縁によるもの。と思われる。10は 隆帯をもち、斜位の平行沈線内に刺突文を施している。

今回の調査で検出された遺構は、土坑 1基であった。土坑に伴 う遺物がないため、時期は不明である。

出土遺物は小破片で詳細を知 ることはできないが、押型文は胴部に縦位に施文されたものであり樋

沢式土器 と考えられる。ただ、以前に表採されている土器は格子目の押型文が圧倒的に多い。 3の撚

糸文は細か く、 2本単位で施文されてお り、早期のものとは異なる。 4～ 7の縄文土器は胎土に繊維

を含むものと含まないものがあ り、 0段 多条が多い点、同系の土器で尖底 と思われる破片があること

などから、早期末から前期初頭の土器 と思われる。貝殻腹縁による沈線を施 した 9は 田戸式で、隆帯

をもつ10は鵜ケ島台式であろう。

調査地点は東へ向かって延びる尾根が、傾斜角を変え台地状の地形へ と移行する部分であった。遺

物の出土も散在的であり、遺構が存在するとすれば、調査地から東に寄った台地上が考えられる。

調査地周辺ではかなり広範囲にわたって、縄文時代早期から前期の遺物が表面採集されているが、

その出土はわずかであり、どのような性格 を持つ遺跡であるのか興味深い。

聘
洵

‐―

川

勲
I12 ‖3

第13図  古屋敷 B遺跡出土遺物
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6 宮裏遺跡 発掘調査

調査の概要

1 調査遺跡名

2 所在地及び

土地所有者

3 原 因 及 び

事 業 者

4 調 査 内 容

5 調 査 期 間

6 調 査 費 用

7 調査主体者

担 当 者

8 種別・時期

9 遺構・遺物

宮裏遺跡 (市台帳NQ28-13)

更埴市大字屋代字宮裏 1881

更埴建設事務所

公共事業 =建設事務所改築

更埴建設事務所

発掘調査 (調査面積 約700m2)

平成 5年 10月 1日 ～11月 9日

3,200,000円

更埴市教育委員会

佐藤信之  更埴市教育委員会

集落跡   平安時代

土坑群   中世

中世 土 坑

出土遺物  土器片コ

第14図 宮裏遺跡調査位置図

竪穴状遺構    5棟基５４
　
ナテン 10箱

H 調査の所見

試掘調査の際、古墳時代の遺物が出土したため、集落跡の存在を想定して調査を開始したが、検出

された遺構は中世の竪穴状遺構と土坑であった。

竪穴状遺構は 5棟検出されている。基本的には方形であるが規模もさまざまで、掘 り込みも明確で

はない。どのような性格を持つのかは明らかでない。

土坑は約50基が検出されているが、人骨を伴うもの 2基のほか、北宋銭や釘が出土するものが多数

含まれており、土坑墓である可能性が高い。土坑は内部に礫を持つものと持たないもの、あるいは規

模からいくつかに分類が可能で、棺に入れて埋葬されたものと、遺体をそのまま埋葬したものがあり

そうである。

出土した人骨のうち 1体は火葬骨で、火葬墓あるいは火葬施設の存在も考えられる。

出土遺物は少なく、時期を明確にするのは難しいが、わずかに出土した中世陶器と古銭から、15世

紀前後と思われる。

平成 6年度も車庫などの部分の調査が行われ、『荒井遺跡Ш 。宮裏遺跡』として報告書が刊行さ

れる。
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7 田中沖遺跡 発掘調査

I 調査の概要

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調 査 内 容

調 査 期 間

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

種別・時期

9 遺構 。遺物

田中沖遺跡 (市台帳NQ141)

更埴市大字杭瀬下字田中495他

杭瀬下土地区画整理組合

公共事業 =区画整理事業

杭瀬下土地区画整理組合

発掘調査 (調査面積 約400m2)

平成 5年 11月 10日 ～12月 20日

3,178,000円

更埴市教育委員会

矢島宏雄  更埴市教育委員会

集落跡   古墳時代～平安時代

水田跡   平安時代

住居跡   古墳時代～平安時代

水田跡   平安時代

出土遺物  土器片 コ ン ア

19有煮

1面

ナ40箱

第15図  田中沖遺跡調査位置図

II 調査の所見

発掘調査は、主要道路部分 2か所について実施 した。現地表下50～ 110cmよ り砂層に覆われた平安

時代のものと考えられる水田跡が検出されているが、調査範囲が限られているため、区画及び規模は

確認できなかった。

この水田跡の下層より、古墳時代から平安時代の住居跡19棟が検出されている。古墳時代の住居跡

には、多数の甕がまとまって出土しているものが見られるが、調査区が幅約 5mと 狭いため、全容を

知 り得た住居跡はほとんどなかった。調査は平成 8年度まで予定されているため、詳細な整理作業は

実施していないが、 5世紀の終末から6世紀に集落の展開が始まり、何回かの断絶をはさんで、10世

紀頃まで続いたようである。

これまで、当地域においては発掘調査が行われておらず、今回多数の住居跡が検出されたことは、

更埴市における集落立地を考える上で貴重な資料となった。現在の地形から推測すれば、粟佐遺跡群

の南沖遺跡・五輪堂遺跡などは自然堤防上に営まれた集落であり、田中沖遺跡は千曲川氾濫原に形成

された中洲状の微高地に営まれた集落と考えられるが、周辺の調査が進んでおらず不明である。

調査終了時に『田中沖遺跡』として報告書干J行予定である。
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城ノ内遺跡

I 調査の概要

1 調査遺跡名 城 ノ内遺跡 (市台帳NQ31-7)

2 所在地及び 更埴市大字屋代字城 ノ内1343-4

土地所有者 更埴市

3 原 因 及 び 公共事業=道路建設

事 業 者 更埴市 (都市計画課 )

4 調 査 内 容 発掘調査 (調査面積 約350m2)

5 調 査 期 間 平成 6年 1月 26日 ～ 2月 8日

6 調 査 費 用 816,502円

7 調査主体者 更埴市教育委員会

担 当 者 佐藤信之 更埴市教育委員会

8 種別 。時期 集落跡  古墳～平安時代

9 遺構 。遺物 住居跡   古墳時代   9棟

堀     中世    1基  土坑

出土遺物  土器片コンテナ  15箱

第16図 城 ノ内遺跡調査位置図

1基 中世  1基

H 調査の所見

道路の拡幅に伴 う調査であるため、幅約 3mと 狭い範囲での調査であった。さらに、以前の建物に

より撹乱された部分が多く、遺構の一部を検出したにすぎない。上部が削平されているため検出面ま

での深さは、南側では70cm程 あったが、北側では30cm程 しかなかった。

調査が今後 も実施されるため、詳細な検討は行っていないが、検出された住居跡はいずれも古墳時

代で、 5世紀から 6世紀のものと思われる。

調査区の西債1では調査区と平行 して、堀 と思われる溝が検出されている。検出できたのは遺構の一

部であるため、規模などは不明であるが、わずかな出土遺物から、中世の遺構 と理解できる。城 ノ内

遺跡では、これまでの調査でも中世の堀 と思われる溝が 4基検出されてお り、隣接する荒井遺跡や大

境遺跡では、中世の城 (居館)と 思われる方形区画の堀が検出されている。一帯には中世の大規模な

施設が存在 した可能性がある。

一連の調査が完了した時`点
で、報告書を刊行する予定である。

8
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9 大境遺跡 整理調査

I 調査の概要

1 調査遺跡名

2 所在地及び

土地所有者

3 原 因 及 び

事 業 者

4 調 査 内 容

5 調 査 期 間

6 調 査 費 用

7 調査主体者

担 当 者

大 境遺跡 (市 台帳NQ31 7)

更埴市大字屋代字大境1317-1他

中部電力株式会社

民間事業 =変電所 。鉄塔建設

中部電力株式会社

整理調査

平成 5年 5月 20日 ～ 6年 3月 31日

1,940,000円

更埴市教育委員会

矢島宏雄・佐藤信之

更埴市教育委員会

8 種別・時期 集落跡  弥生～平安時代

水田跡  平安時代

9 遺構・遺物 住居跡  弥生時代  3棟 古墳時代  17棟

奈良・平安時代41棟

掘立柱建物跡  奈良 。平安時代 4棟

井戸   中世 1基 竪穴状遺構  1棟

出土遺物 土器片コンテナ   80箱

II 調査の所見

調査地は、更埴市でも特に遺構密度の高い地域であ り、今回の調査でも弥生時代から平安時代の住

居跡61棟が検出されている。これらの住居跡は何回かの断絶をはさんでいることは言 うまでもないが

住居跡の分布に違いが見られる。弥生時代の住居跡は調査区内全体に散在 しているのに対 して、古墳

時代になると調査区北側に集中する。この傾向は奈良時代 まで続き、平安時代になると集中は南側に

移行する。こうした傾向は周辺の調査でも認めることができる。こうした現象は、自然堤防の成因に

よるものか、集落形成に対する社会的規制によるものか興味深いが、現段階では判断しがたい。

調査区の北側では、中世の城 (居館)の堀が検出されている。こうした施設は荒井遺跡でも検出さ

れており、 1辺約60mの方形区画になることが確認されている。今回検出された堀は幅 7m以上と最

大規模を持つものであり、中心的役割を果たした施設の存在が想定される。時代は出土した中世陶器

より、14世紀後半から16世紀前半が与えられる。

発掘調査は平成 4年度に実施されており、平成 5年度に『大境遺跡Ⅳ oV』 として報告書が干J行 される。

二::」 :![、::::i:
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第

第17図 大境遺跡調査位置図
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10 南沖遺跡 整理調査

調査の概要

1 調査遺跡名

2 所在地及び

土地所有者

3 原 因 及 び

事 業 者

4 調 査 内 容

5 調 査 期 間

6 調 査 費 用

7 調査主体者

担 当 者

8 種別 。時期

9 遺構・遺物

出土遺物

南沖遺跡 (市 台帳No.28-2)

更埴市大字粟佐字南沖1541-2 他

エムケー興産株式会社

民間事業 =店舗増築

エムケー興産株式会社

整理調査

平成 5年 8月 2日 ～ 6年 3月 31日

380,000F]

更埴市教育委員会

矢島宏雄  更埴市教育委員会

集落跡   古墳～平安時代

平安時代  住居跡 3棟  溝 2基

土器片   コンテナ 3箱

第10図  南沖遺跡調査位置図

鍛冶跡 4基

調査の所見

調査は、浄化槽建設に先立ち平成 4年度に実施され、平成 5年度に整理作業を実施 した。

調査区の 3分の 2は すでに破壊されていたため、 4棟の住居跡が検出されているが、全容 を知 り得

たものはない。いずれも平安時代の住居跡であった。また、鍛冶跡と思われる 4基の掘 り込みが検出

されている。覆土には小さな鉄片や鉄津を含んでお り、壁面は良 く焼けていた。このほか溝 2基、土

坑 2基 などが検出されている。

平成 5年度に整理作業を行い、報告書が刊行 される。

寺 F
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I 調査の概要

調査遺跡名 屋代城 跡 (市 台帳NQ183)

所在地及び 更埴市大字屋代字一重山

土地所有者 更埴市 他

原 因 及 び 学術調査=範囲確認

事 業 者 更埴市教育委員会

調 査 内 容 測量調査 (調査面積 約14ha)

調 査 期 間 平成 5年 12月 13日 ～ 6年 3月 30日

調 査 費 用 6,629,740円

調査主体者 更埴市教育委員会

担 当 者 矢島宏雄  更埴市教育委員会

種別 。時期 城館跡  中世

調査の所見

屋代城跡 測量調査11

3

4

5

6

7

8

II

事業は国庫補助を受け、平成 5・ 6年度に実施されたものであり、 5年度はまず関係土地所有者の

皆さんに協力をお願いし、主郭を中心に一重山の南側の測量を、等高線間隔50cmで 100分 の 1の地形

図を作成した。これと平行して地表踏査により屋代城全体の縄張図の作成にも着手した。また、F諏

訪家文書』に記載されている「桑原桝」を中心に城下町の調査も開始された。

平成 6年度に地形測量と発掘調査、さらに古文書調査も併せて行い、調査報告書を作成した。

一〓鱒
増翼
揺
籠
ぽ
働
詠］掘

は翻

第19図 屋代城跡調査位置図
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12 土口北山古墳群 試掘調査

調査の概要

1

2

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調 査 期 間

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

種別・時期

遺構・遺物

土口北山古墳群 (市台帳NQ193)

更埴市大字土口字北山

北村啓一郎 他

民間事業 =宅地造成

北村啓一郎 他

平成 5年 4月 22日

重機負担

更埴市教育委員会

佐藤信之  更埴市教育委員会

古墳  古墳時代

なし

4

5

6

7

8

第20図 土口北山古墳群調査位置図

H 調査の所見

工事予定地内の道路部分に 2か所の試掘坑を設定 し調査 を行った。地表下70cm程 までは暗褐色土が

堆積 してお り、その下に厚さ約20cmの 黒褐色土があり、時代は明確でないが遺物の小破片を含んでい

る。さらに下は 1地′点では植物遺体 を含んだ漆黒土、 2地点では暗褐色の砂質土 となり、湧水が始ま

る150cmま で掘 り下げたが、土層に変化はなく、湧水が激 しいためそれ以下の掘 り下げは断念 した。

造成計画がはっきりした段階で、掘削が必要 となる部分についてさらに詳細な試掘調査が必要 と伝

えたが、三E事は実施されなかった。
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13 更埴条里水田址

調査の概要

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調 査 期 間

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

種別・時期

遺構 。遺物

更埴 条里水田址 (市台帳NQ29)

更埴市大字屋代字横町125-1

株式会社北澤組

民間事業 =社屋建設

株式会社北澤組

平成 5年 6月 24日

重機負担

更埴市教育委員会

矢島宏雄  更埴市教育委員会

水田跡  平安時代

水田跡  近世 ?  遺物なし

更埴条里水田址調査位置図

調査の所見

建設予定地内に 1か所の試掘坑を設定し調査を行った。約70cmの盛土を掘 り下げると旧水田面とな

り、さらにこの耕作土を掘 り下げると、鉄分を含んだ灰褐色粘質土となる。厚さは30cm程 で数而の水

田が含まれていると思われるが、明確に分層することができない。地表下120cmか らは茶褐色土・黄

茶褐色土が35cm程堆積 しており、その下は砂質土となる。さらに下層は黄褐色土となる。

工事での掘 り下げは130cmま でであり、破壊される部分に水田の存在が確認された。しかし近世の

遺構と考えられ、明確な分層もできないため、立会調査で保護に当たることとした。

Ｔ

上
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14 横田島遺跡

調査の概要

1 調査遺跡名 横田島遺跡 (市 台帳No.185)

2 所在地及び 更埴市大字雨宮字古川831他

土地所有者 長野都市計画株式会社

3 原 因 及 び 民間事業 =宅地造成

事 業 者 長野都市計画株式会社

4 調 査 期 間 二
「 成 5年 7月 28日

5 調 査 費 用 重機負担

6 調査主体者 更埴市教育委員会

担 当 者 矢島宏雄  更埴市教育委員会

7 種別・時期 散布地  古墳～平安時代

8 遺構 。遺物 遺構  なし

土器片  数片 時期不明

H 調査の所見

第22図 横田島遺跡調査位置図

工事予定地内に 2か所の トレンチを設定 し、調査 を行 った。耕作土の下は約 130cmま で茶褐色の砂

質土が堆積 してお り、摩耗 した遺物がごくわずかに混入 している。その下は砂層 となり、180cmま で

掘 り下げたが変化はなかった。茶褐色の砂質土に含まれる遺物は他からの混入 と考えられる。
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15 清水遺跡 試掘調査

Ｔ

上

I 調査の概要

調査遺跡名 清水遺跡 (市台帳NQ177)

所在地及び 更埴市大字寂蒔1118

土地所有者 有限会社サンモー ド

原 因 及 び 民間事業=宅地造成

事 業 者 有限会社サンモー ド

調 査 期 間 平成 5年 7月 30日

調 査 費 用 重機負担

調査主体者 更埴市教育委員会

担 当 者 矢島宏雄  更埴市教育委員会

種別 。時期 散布地  平安時代

遺構・遺物 水田面  1面 時期不明

調査の所見

第23図 清水遺跡調査位置図

1か所の試掘坑を設定 し調査 を行った。地表下80cmま では砂が堆積 してお り、その下に鉄分 を含ん

だ水田面が観察される。遺物がないため時期は不明であるが、おそらく近世以降のものと思われる。

さらに下には40cm程の砂があり、地表下150cmか らは砂礫層 となる。

埋蔵文化財の存在は確認されなかった。

0
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16 大塚遺跡 試掘調査

I 調査の概要

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調 査 期 間

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

種別 。時期

遺構 。遺物

大塚遺跡 (市台帳NQ31-1)

更埴市大字屋代字大塚845-1

長野県土地開発公社

公社事業=宅地造成

長野県土地開発公社

平成 5年 12月 6・ 20日

重機負担

更埴市教育委員会

矢島宏雄  更埴市教育委員会

集落跡  古墳～平安時代

水田面  数面 平安時代～近世 ?

H 調査の所見

工事予定地内に 2か所の試掘坑を設定 し調査 を行った。現在の水田の下には鉄分の沈殿層をはさん

で灰褐色粘質土があり、その下にも鉄分の沈澱層がある。おそらく水田の跡であるが時期は不明であ

る。地表から約45cm下 からは厚さ20cmの灰褐色粘質土 となり、この中にも水田跡が含まれている可能

性が高い。この下は黄褐色粘質土が厚 く堆積 している。

工事による掘 り下げは、地表から45cmま でであるため、上部の水田を破壊することとなるが、お

そらく近世の水田と考えられるため、立会調査で保護に当たることとした。

第24図 大塚遺跡調査位置図
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17 荒井遺跡´ 試掘調査

調査の概要

1 調査遺跡名

2 所在地及び

土地所有者

3 原 因 及 び

事 業 者

4 調 査 期 間

5 調 査 費 用

6 調査主体者

担 当 者

7 種別・時期

8 遺構 。遺物

荒井遺跡 (市 台帳NQ31-5)

更埴市大字屋代字荒井1150 他

富士建設株式会社

民間事業 =宅地造成

富士建設株式会社

平成 5年 12月 15日

重機負担

更埴市教育委員会

矢島宏雄  更埴市教育委員会

集落跡  古墳～平安時代

遺構  なし

土器片  2片  平安時代

Ｔ
上

丁
■ 調査の所見

工事予定地内に 2か所の試掘坑を設定し調査を行った。表土下85cm程までは盛土及び灰褐色の砂で

間層として黒色の砂が入る。その下は茶褐色の粘質土が約50cm程堆積 しており、遺物が含まれている

表土下 140cmか らは黄褐色粘質土が堆積 している。

遺物包含層が確認されたため、この包含層を掘 り込むようであれば、発掘調査が必要であったが、

工事は実施されなかった。

第25図 荒井遺跡調査位置図
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18 中島遺跡

調査の概要

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調 査 期 間

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

種別・時期

遺構 。遺物

中島遺跡 (市 台帳NQ175)

更埴市大字寂蒔字八幡新田1082-3他

センコー株式会社

民間事業 =倉庫建設

センコー株式会社

平成 6年 1月 12日

重機負担

更埴市教育委員会

矢島宏雄  更埴市教育委員会

集落跡  古墳～平安時代

なし

丁

上

Ｔ

■ 調査の所見

工事予定地内に 2か所試掘坑を設定 し調査 を行った。調査地は水田面に40cm程の盛土が行われてお

り、水田の下には茶褐色の砂質土が約25cm堆積 してお り、さらに下は黄褐色の砂質土が90cm程 堆積 し

ていた。地表から約170cmか らは砂層 となり、埋蔵文化財は確認されなかった。
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19 更埴条里水田址 立会調査

第27図 更埴条里水田址調査位置図

H 調査の所見

I 調査の概要

調査遺跡名 更埴 条里水田址 (市台帳NQ29)

所在地及び 更埴市大字屋代字清水304-1他

土地所有者 両角利栄

原 因 及 び 民間事業=ア パート建設

事 業 者 両角利栄

調 査 期 間 平成 5年 5月 18日

調査主体者 更埴市教育委員会

担 当 者 佐藤信之  更埴市教育委員会

種別 。時期 集落跡  古墳～平安時代

遺構 。遺物 水田  1面   近世 ?

土器片  数片 時期不明

耕作上の下には水田面である灰色粘土があるが、おそらく近世以降のものと思われる。水田面の下

地表から40cm程には、厚さ約 5 cmの 茶褐色の砂がある。隣接する長野県立歴史館の調査から、更埴条

里を覆う平安時代の洪水砂に比定できる。この砂層から下は黒褐色粘質土となり、風化した遺物の小

破片が含まれていたが_工事による掘 り下げは60cmま でであり、遺構の検出には至らなかった。
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20 堂河原遺跡 立会調査

調査の概要

1

2

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調 査 期 間

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

種別・時期

遺構 。遺物

堂河原遺跡 (市台帳NQ140)

更埴市大字杭瀬下字堂河原727-1

村山義治

民間事業 =店舗建設

村山義治

平成 5年 6月 8日

重機負担

更埴市教育委員会

佐藤信之  更埴市教育委員会

集落跡 。墓

なし

平安時代 。近世

4

5

6

7

8

H 調査の所見

工事予定地内は70cm程 の盛 り土があり、

される地域であるが、水田の下は砂質土、

その下は旧水田となる。

その下は砂礫層となり、

江戸時代に寺 (墓地)があった と

埋蔵文化財は確認 されなか った。

第28図 堂河原遺跡調査位置図
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21

調査の概要

1

2

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調 査 期 間

調査主体者

担 当 者

種別・時期

遺構・遺物

4

5

本器・木片

H 調査の所見

はすでに失われてお り、

漆が塗布されたムネ部だ

けが残っていた。ムネ部

分は長ゼ53.lcm、  幅3.8cm

で10～ H本のヒゴを束ね、

U字形に折 り曲げて頂部

か ら2.lcmの 位置に糸を

巻き固定 している。

調査の結果、当該地に

は古墳時代の特殊な遺構

の存在が想定でき、今後

の開発には十分な注意が

必要である。

10片

第30図 更埴条里水田址出土竪櫛
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更埴条里水田址 会調査

更埴 条里水田址 (市台帳NQ39)

更埴市大字森字大浦521

町田光栄

民間事業=仮設建物建設

日東建設株式会社

平成 5年 7月 13日

更埴市教育委員会

矢島宏雄  更埴市教育委員会

水田跡  平安時代

上器片  約20片  古墳時代

当該工事は、上信越自動車道建設の仮設事務所建設に伴 うものであ り、浄化槽部分を除き地表下ヘ

の掘 り込みはないため、立会調査 とした。耕作土の下には茶褐色土があり、その下は灰褐色の砂質土

がある。更埴条里水田を覆 う砂層に比定できるものであり、下に灰色粘土の水‖1土壌がある。地表か

ら55cm下 からは植物遺体 を含んだ黒色土 となり、この中に遺物を含んでいた。土器はほとんど甕の破

片で、球形胴 となる 5世紀のものと思われる。そのほかに湾曲結歯式の竪櫛が出土している。木質部

ド憫



22 城ノ内遺跡 立会調査

城 ノ内遺跡 (市台帳NQ31-7)

更埴市大字屋代字新田1459 他

若林國男 他

民間事業 =店舗建設

株式会社宮本商会

平成 5年 7月 19日

重機負担

更埴市教育委員会

矢島宏雄  更埴市教育委員会

集落跡  弥生～中世

水田跡  数面 近世

土器片  3片  時期不明

丁

■

丁

■

I 調査の概要

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調 査 期 間

調 査 費 用

調査主体者

担 当 者

種別 。時期

遺構 。遺物

第31図 城 ノ内遺跡調査位置図

調査の所見

当該地は自然堤防の内側にあたり、城 ノ内遺跡の範囲からはずれているが、遺跡の隣接地であるた

め、浄化槽建設時に調査を行った。170cmま で掘 り下げたが、耕作土の下には茶褐色の砂質土があ り

その下に、厚さ約20cm暗灰色の砂質土があった。地表下45cmか らは灰色粘土 と鉄分 を含んだ灰茶褐色

粘質土が重なってお り、数面の水田跡が含まれているものと思われる。地表下 130cmか らは茶褐色粘

質土 となる。

一-35-一



23 下吉野 C遺跡 立会調査

調査の概要

1

2

調査遺跡名 下吉野 C遺跡 (市 台帳NQ185)

所在地及び 更埴市大字八幡字下吉野

土地所有者 信濃機工株式会社

原 因 及 び 民間事業 =工場建設

事 業 者 信濃機工株式会社

調 査 期 間 平成 5年 9月 1日

調査主体者 更埴市教育委員会

担 当 者 矢島宏雄  更埴市教育委員会

種別・時期 集落跡  弥生～平安時代

遺構 。遺物 遺構   なし

4

5

6

7

土器片  約10片 平安時代

II 調査の所見

工事予定地内の埋蔵文化財は、開田の際、大半が破壊されており、一部で耕作土の下に遺物包含層

と思われる茶褐色粘土が10cm程残っていたが、他は耕作土を掘 り下げると、地山層である角礫を含ん

だ黄褐色粘土となっていた。

第32図 下吉野 C遺跡調査位置図
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24 土口遺跡 立会調査

調査の概要

1

2

調査遺跡名

所在地及び

土地所有者

原 因 及 び

事 業 者

調 査 期 間

調査主体者

担 当 者

種別・時期

遺構・遺物

土口遺跡 (市 台帳NQ39)

更埴市大字土口字東284他

更埴市土地開発公社

公社事業 =宅地造成

更埴市土地開発公社

平成 5年 9月 28日

更埴市教育委員会

矢島宏雄  更埴市教育委員会

集落跡  縄文～平安時代

なし

4

5

6

7

H 調査の所見

耕作土の下は砂質の暗黄褐色土が厚 く堆積 してお り、埋蔵文化財は確認されなかった。

第33図 土口遺跡調査位置図
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25 更埴条里水田址 立会調査

第34図 更埴条里水田址調査位置図

I 調査の概要

調査遺跡名 更埴 条里水田址 (市台帳NQ39)

所在地及び 更埴市大字屋代字内田155-1他

土地所有者 長野県土地開発公社

原 因 及 び 公社事業 =宅地造成

事 業 者 長野県土地開発公社

調 査 期 間 平成 5年 10月 26日

調査主体者 更埴市教育委員会

担 当 者 矢島宏雄  更埴市教育委員会

種別 。時期 水田跡  平安時代

遺構 。遺物 なし

H 調査の所見

耕作土の下には厚さ25cm程 の灰褐色砂質土が堆積 しており、その下には鉄分の沈殿層がある。地表

下約55cmに は灰褐色粘質土の水田面が観察でき、その下には厚さ15cm程 の黒褐色粘質土がある。周辺

の状況からおそらく遺物包含層と思われるが、遺物の出土はなかった。この下には茶褐色砂質土が厚

く堆積 しており、140cmま で掘 り下げたが、土層に変化はなかった。

工事による掘 り下げは、45cmま でであるため、埋蔵文化財に直接影響することはない。
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26 更埴条里水田址 立会調査

調査の概要

調査遺跡名 更埴 条里水田址 (市 台帳NQ39)

所在地及び 更埴市大字屋代字五十里6682他

土地所有者 有限会社キザキ商事

原 因 及 び 民間事業 =宅地造成

事 業 者 有限会社キザキ商事

調 査 期 間 平成 5年 11月 9日

調査主体者 更埴市教育委員会

担 当 者 矢島宏雄  更埴市教育委員会

種別 。時期 水田跡  平安時代

遺構・遺物 水田面  平安時代～近世 ?

調査の所見

耕作上の下には厚さ35cm程 の灰褐色粘質土があり、水田面が数面ありそうである。その下には更埴

条里水田を覆 う砂層に比定できる、暗灰褐色の砂が 5～ 10cm堆積 している。地表から約60cm下 には条

里水田と思われる灰色粘土があり、鉄分の沈殿層をはさんで、その下にも灰色粘土層が認められた。

立会調査の際、下部への掘 り下げを行ったが、当該工事は lm以上の盛土を行い実施されるもので

工事よる掘 り下げはない。

Ｔ

■

第35図 更埴条里水田址調査位置図
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27 水引遺跡 立会調査

調査の概要

1

2

調査遺跡名 水引遺跡 (市台帳NQ169)

所在地及び 更埴市大字桜堂水引222-1

土地所有者 市川澄雄

原 因 及 び 民間事業 =店舗建設

事 業 者 市川澄雄

調 査 期 間 平成 6年 2月 15日

調査主体者 更埴市教育委員会

担 当 者 佐藤信之  更埴市教育委員会

種別 。時期 散布地  奈良～平安時代

遺構 。遺物 なし

II 調査の所見

浄化槽建設時の立会調査のため、320cmま で掘 り下げた。50cm程の盛土の下には旧水田面があり、

その下は暗褐色砂質土となる。地表から約90cmか らは砂層となり、暗褐色の砂が荒い灰色の砂層をは

さんで140cm程堆積している。その下は砂礫層となり埋蔵文化財は確認されなかった。

第36図 水引遺跡調査位置図
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28 北野遺跡 立会調査

調査の概要

調査遺跡名 北野遺跡 (市台帳NQ31-18)

所在地及び 更埴市大字雨宮字北野757-4

土地所有者 平林和夫

原 因 及 び 民間事業 =ア パー ト建設

事 業 者 平林和夫

調 査 期 間 平成 6年 3月 9日

調査主体者 更埴市教育委員会

担 当 者 矢島宏雄  更埴市教育委員会

種別 。時期 集落跡  弥生～平安時代

遺構 。遺物 水田  数面 近世
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H 調査の所見

耕作上の下約40cmに は水田と思われる灰色粘土があり、茶褐色粘質土をはさんで厚さ25cm程の暗灰

色粘質土となる。この中にも数枚の水田が含まれているが明確に分層できない。隣接する土ロバイパ

スの調査では、ここから近世陶器が出土 している。地表下90cmか らは砂質土 となり、120cmか らは砂

となる。

当該工事は約50cmの盛土により実施されるもので、埋蔵文化財に直接影響することはない。
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」、りがな

所収遺跡

』、りがな

所在地

コー ド

市町村 遺跡番号

1ヒ   糸革東  経
調査期間

調査面積
調査原因

あま ざ した

天木下 肺̈”卿̈
櫛

夢
長

大

20216 36

30

46

138

8

6

19930511

-19930513

工場建設

古屋敷B
長野県更埴市

大字八幡

20216 36

29

29

138

5

29

19930908

-19930916

林道拡幅工事

所収遺跡 種  別 王ヽ な時代 王ヽ 遺構 主な遺物 特記事項

天木下 散布地 平安時代 柱穴群    1群 須恵器

古屋敷 B 散布地 縄文時代 土坑      1基 押型文土器 縄文土器散布地
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